
学習日 月 日

三平方の定理の平面図形への利用
→68,計算領域67へ 年 組 番 名前

●例題１●
(１)下の図の直角三角形で、３辺の長さの割合

について、空らんをうめなさい。
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(２)次の図でχの値を求めなさい。

→計算67へ

問１ 次の図で、χの値を求めなさい。
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●例題２●
(１)半径９ｃｍの円Ο
で、中心からの距離ΟＨ
が４ｃｍである弦ＡＢの
長さを求めなさい。

△ΟＡＨで、三平方の定
理を使うと、
ＡＨ２＋４２＝９２

ＡＨ２＝６５

(２)Ａ(２，１)、 Ｂ(６，７) の２点間の距離
を求めなさい。

Ａ(ａ，ｂ) 、Ｂ(ｃ，ｄ) の２点間の距離は、

で求められる。

よって、

→68へ

問２ 右の図で、ＡＰ
は、Ｐを接点と
する円Οの接線
です。円Οの半
径を３ｃｍ、線
分ＡＯの長さを
８ｃｍとすると
き、接線の長さＡＰを求めなさい。
∠ＡＰＯ＝90°から△ＰＡＯに三平方の定理を
使い、ＡＰ２＋３２＝８２ ＡＰ２＝55

問３ 次の座標をもつ２点間の距離を求めなさい。
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